
１．評価項目

海鳥類　（鳥類）　

２．評価項目の位置付け

[総合評価] [横断評価] [個別評価]

◇知床周辺海域 ○季節海氷の動態とその影響 海氷

　の現状 ・海氷の接岸時期変動

・水温の変動 生物相

◇今後の方向性 ・季節海氷と海洋生態系 有害物質

○生態系 サケ類

・海洋生態系と陸上生態系の相互作用 スケトウダラ

◇モニタリング ○生物多様性 トド

　について ・食物網,生物多様性,平均栄養ﾚﾍﾞﾙ アザラシ類

海鳥類

◇その他 海ワシ類

３．評価項目に関わる調査・モニタリング表

４．保護管理等の考え方

５．評価

（１）現状

平成25年度　第２期海域管理計画モニタリング評価シート（案）
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<知床世界自然遺産地域科学委員会 海域ワーキンググループ>

社会経済
資源環境、食料供給、産業経済、

文化振興、地域社会

沿岸環境

海棲

哺乳類

鳥類

魚介類

調査名称等モニタリング項目 主な内容

　各種調査や情報の収集を行い、鳥獣保護法に基づく適切な保護管理を行う。

平成25年度地域活性化を担う環境保全

活動の協働取組推進事業「知床半島ウ

トロ海域の地域協働によるケイマフリ保護

の取り組み」（環境省）

ケイマフリ・ウミネコ・オオセグロカモメ・ウミウ

の生息数、営巣地分布と営巣数調査

ウトロ港から相泊港まで区画ごとに繁殖数をカウント。

ケイマフリは生息が確認されている範囲の海上で個体

数をカウント。営巣数変動も記録

○ケイマフリ

・2013年の最大羽数は7月22日の131羽であった。2002年から2006年までは増減はありながらも最大羽数は130羽近くから140羽を維

持していたが、その後2007年から2011年までは各年100羽前後であった。平均個体数は2004年および2006年に80羽台でであったが、そ

れ以外の年は60羽前後であった。2013年度は104.6羽と平均羽数では過去最大であった。

・2013年の知床半島全域での営巣数は39巣であった。最も多かった営巣地はプユニ岬の19巣であった。男の涙湾から象の鼻まで4巣、岩

尾別川から知床五湖の断崖に至る崖に16巣であった。

○ウミネコ

2013年の知床半島でのウミネコの営巣の確認はされなかった。原因については、不明であるがオオセグロカモメ同様に2013年については繁殖

期前半の低気温と積雪の可能性もある。しかし、今後知床半島で繁殖する個体群が消滅する可能性もあり詳細な調査が必要である。

○オオセグロカモメ

2013年の知床半島での営巣数は337巣であった。昨年の2012年821巣と比較すると484巣減少し、斜里町側255巣・羅臼側229巣減

少した。2011年より減少傾向にあったが2013年はこれまでで最も減少が著しかった。原因については、はっきりとは解らないが2013年につい

ては繁殖期前半の低気温と積雪の可能性もある。

○ウミウ

国内におけるこの種の営巣数は天売島に次ぐ営巣地である。2012年の533巣から2013年は165巣と368巣激減した。斜里町側で342

巣、羅臼町側で26巣が減少した。減少については、不明であるがオオセグロカモメ同様に2013年については繁殖期前半の低気温と積雪の可

能性もある。

平成25年度知床国立公園ウトロ海域に

おける海鳥調査業務報告書（環境省）
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（２）評価

（３）今後の方針

ケイマフリの繁殖状況と個体数調査は今後も継続し、知床の繁殖個体群の動態を注視して行く必要がある。ウミネコは

コロニー消失の原因を考察しながら営巣状況の継続した調査が重要であり、ウミウとオオセグロカモメは、営巣地毎の営

巣数の変化を詳細に把握しながら、近年の急激な減少の要因を解明する必要がある。

ケイマフリ個体数は2011年以降引き続き回復傾向にあり、2013年の平均個体数は最大となったが営巣数は横這いで

ある。一方、ウミウとオオセグロカモメの営巣数は激減し、ウミネコの営巣は確認されなかった。繁殖期前半の低温や積雪

が影響した可能性があるが、他の要因も否定できない。長年の繁殖状況調査の中で最低の繁殖成績となったが、今後

の調査を含めてその要因を明らかにする必要がある。

評価

今後の方針
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６．モニタリングの概要

（１）ケイマフリ

主　 な　 内　 容 ケイマフリの繁殖状況を把握するために、営巣地域及び営巣数ついて調査

2013年の最大羽数は7月22日の131羽であった。2002年から2006年までは増減はありながらも最大羽数は130羽近くから140羽を維持

していたが、その後2007年から2011年までは各年100羽前後であった。平均個体数は2004年および2006年に80羽台でであったが、それ

以外の年は60羽前後であった。2013年度は104.6羽と平均羽数では過去最大であった。

調査・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ名 ケイマフリ営巣分布調査

斜里町（プユニ岬〜エエイシレド岬）

2013年の知床半島全域での営巣数は39巣であった。最も多かった営巣地はプユニ岬の19巣であった。男の涙湾から象の鼻まで4巣、岩尾

別川から知床五湖の断崖に至る崖に16巣であった。

環境省

調 　査 　期 　間

調　 査　 主　 体

2013年６月30日〜７月下旬

対　 象　 地　 域

調査・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ名 2013年ケイマフリの生息海域の分布や繁殖地等の生息状況調査

対　 象　 地　 域

環境省

調 　査 　期 　間

ケイマフリの生態把握

2013年６月30日〜８月５日

調　 査　 主　 体

主　 な　 内　 容

斜里町（ウトロ港〜エエイシレド岬）

表9−1 記録数の変化

表出典：環境省「平成25年度知床国立公園ウトロ海域における海鳥調査業務報告書」

表9−2 ケイマフリの営巣数の経年変化

表出典：同上

年 2002 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

最大個体数 129 148 129 140 107 98 95 96 142 140 131

平均個体数 62 88.67 56.22 92.22 64.3 61.89 62.17 61.72 94.53 99.91 104.6

標準偏差 38.19 29 27.22 31.29 22.4 24.18 24.94 23.05 36.98 22.98 25.9

最小個体数 10 46 17 40 23 25 17 21 25 67 64

調査回数 14 12 18 9 20 18 12 18 15 11 8

地域名 / 年 2002 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

プユニ岬～男の涙 10 11 7 25 24 6 25 9 23 21 19

男の涙～象の鼻 10 3 4 1 1 1 3 6 4 4

象の鼻～岩尾別 1 4 5 8 2 1 1 0 1 0

岩尾別台地 Ⅰ 12 2 4 7 8 4 6 5 8 10

岩尾別台地 Ⅱ 1 2 2 4 3 2 9 11 6

トークシモイ 3 7 3 1 1 0 1 1 0

Total 24 38 14 46 37 19 35 21 44 46 39
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（２）ウミネコ、オオセグロカモメ、ウミウ

○ウミネコ

調　 査　 主　 体 環境省

主　 な　 内　 容 海鳥を保護していくために必要な基礎データを収集

対　 象　 地　 域 斜里町ウトロ港周辺〜羅臼町相泊港

平成25年度地域活性化を担う環境保全活動の協働取組推進事業「知床半島ウトロ海域の地域協働によるケ

イマフリ保護の取り組み」
調査・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ名

図9−1 海鳥繁殖分布調査範囲と区域割

図出典：環境省「平成25年度地域活性化を担う環境保全活動の協働取組推進事業『知床半

島ウトロ海域の地域協働によるケイマフリ保護の取り組み』」

表9−3 ウミネコの営巣数の経年変化

表出典：同上

図9−2 ウミネコの営巣数の経年変化

図出典：同上

2013年の知床半島でのウミネコの営巣の確認はされなかった。原因については、不明であるがオオセグロカモメ同様に2013年については繁殖期前

半の低気温と積雪の可能性もある。しかし、今後知床半島で繁殖する個体群が消滅する可能性もあり詳細な調査が必要である。

0は営巣数がなし －は未調査
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○オオセグロカモメ

表9−4 オオセグロカモメの営巣数の経年変化

表出典：環境省「平成25年度地域活性化を担う環境保全活動の協働取組推進事業『知床半島ウトロ海域の地域協働によるケイマフリ保護の取り組み』」

0は営巣数がなし －は未調査

図9−3 オオセグロカモメの営巣数の経年変化

図出典：同上

2013年の知床半島での営巣数は337巣であった。昨年の2012年821巣と比較すると484巣減少し、斜里町側255巣・羅臼側229巣減少した。

2011年より減少傾向にあったが2013年はこれまでで最も減少が著しかった。原因については、はっきりとは解らないが2013年については繁殖期前半

の低気温と積雪の可能性もある。
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○ウミウ

表9−5 ウミウの営巣数の経年変化

0は営巣数がなし －は未調査

図9−4 ウミウの営巣数の経年変化

図出典：同上

国内におけるこの種の営巣数は天売島に次ぐ営巣地である。2012年の533巣から2013年は165巣と368巣に激減した。斜里町側で342巣、

羅臼町側で26巣が減少した。減少については、不明であるがオオセグロカモメ同様に2013年については繁殖期前半の低気温と積雪の可能性も

ある。

表出典：環境省「平成25年度地域活性化を担う環境保全活動の協働取組推進事業『知床半島ウトロ海域の地域協働によるケイマフリ保護の取り組み』」
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